
地盤環境の変化に着目したダム湖の応用生態工学的研究、地域活動地盤環境の変化に着目したダム湖の応用生態工学的研究、地域活動

　　－福島県阿武隈川水系に建設された三春ダムをフィールドにして－－福島県阿武隈川水系に建設された三春ダムをフィールドにして－

【目的】【目的】
　　１．１．ダムの出現に伴う環境の変化を長期にわたり観察する。

　　⇒土砂の移動と自然環境（植生や河床材に着目して）土砂の移動と自然環境（植生や河床材に着目して）

　２．自然環境を通じて地域に貢献する。

　　⇒地域活動　　⇒地域活動

応用地質㈱応用地質㈱応用地質㈱

●

堤体

三春ダム（さくら湖）　

　H10年竣工（国土交通省管理）

応用生態工学研究所
試験湛水前の
H7より研究開始

研究所建屋



１．土砂の移動と自然環境（植生や河床材に着目して）１．土砂の移動と自然環境（植生や河床材に着目して）

⇒河床が粗粒化したが、底⇒河床が粗粒化したが、底
生動物の変化は少ない。生動物の変化は少ない。

・中州がやせた。・中州がやせた。

・河床は粗粒化。・河床は粗粒化。

ダム下流

河岸に植生が発達。河岸に植生が発達。冠水日数が多い植物は枯死。冠水日数が多い植物は枯死。

⇒事前の伐採計画に反映可能。⇒事前の伐採計画に反映可能。

環境の変化環境の変化

河岸に土砂が堆積。河岸に土砂が堆積。地盤（土壌）の変化は少ない。地盤（土壌）の変化は少ない。土砂の移動土砂の移動

ダム流入部湖畔

2001(平成13年)

1996及び1997
1998
2001

2001(平成13年)

1996及び1997
1998
2001

2001(平成13年)

1996及び1997
1998
2001

1996及び1997
1998
2001

1996(平成8年)1996(平成8年)1996(平成8年)

河床は1996(H8)に近づく

河岸に土砂が堆積

常時満水位
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試験湛水後の湖畔の林

・高木の枯死
なし成長量変
化なし。
・低木層・草本
層の変化少
ない。

→樹林は維持
　された。

・冠水53日以上
・高木の枯死
　あり 。成長量
　の低下はなし。
・低木層・草本
　層への影響
　あり。

根元の冠水日数が37日より少ないと、
樹木枯死はなく、植生の変化も少ない。

土壌の侵食も水際部を除きなし。

ダム流入部は、試験湛水時に土砂が堆積し
た。河床は元の高さに近づいたが、河岸は
堆積したままで、ヤナギ林が発達した。流入
部のヤナギ林は出水では破壊されにくい。

ダム上下流を比較し、経時的に似た傾
向を示す。ダム下流の底生動物相は、
種数が増えつつあるが、優占する生活
型は変わらず、大きな変化はない。
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ダム運用開始(1998:H10）
土砂還元開始(1999年5月）

リフレッシュ放流



２．地域活動２．地域活動

田んぼでの遊び
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土手のようす
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コンクリート護岸

石積みの護岸

土の土手

2000(H12）年より「さくら湖自然環境フォーラム」
の実行委員会の一員として活動中。

小学生の発表

【三世代アンケート】

　フォーラムに参加する三
春町、田村市の小学生を対
象に、①児童世代（小学
生）、②父母世代、③祖父
母世代の各々に小学生高
学年時の水辺や遊びの様
子をアンケートしました。

　土手の様子、田んぼでの
遊びなどに違いが見られま
した。

　昔は田んぼに水が張って
あったため、冬季はスケー
トができましたが、今は、圃
場整備が進み、冬季は乾
田となっています。

→アンケート結果をフォー
ラムで発表。

バス・バスターズ：フォーラム
では地引網なども実施。

祖父母世代に描いていただいたド
ジョウ取り（ヤス使用）の様子。


